


西条昇の浅草喜劇コレクション
第二次「カジノ・フォーリー」篇②
西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

昭和５年５月10日からの第
二次カジノ第19回公演プロ
グラム。レヴュー『三銃士』
ではダルタニアンをエノケ
ン、三銃士を中村、間野、
堀井が演じた。

昭和５年７月21日からの第
二次カジノ第26回プログラ
ム。この公演を最後にエノ
ケンは第二次カジノの舞台
を去っている。

昭和５年６月19日からの第
二次カジノ第23回公演チラ
シ。浅草水族館の地下には
直営の大衆的カジノ大食堂
があった。

昭和５年７月10日からの第
二次カジノ第25回プログラ
ム。カジノの場面が出てくる
川端康成の小説『浅草紅団』
をレヴュー化して上演した。

昭和５年５月20日からの第
二次カジノ第20回プログラ
ム。山田寿夫・作のレヴュー
『三脚の上の馬鹿』でエノケ
ンが〝撞球の馬鹿〟役で笑
わせた。

昭和５年６月30日からの第
二次カジノ第24回プログラ
ム。レヴュー『センチメンタ
ル・キッス』が上演中止され
て踊り子が警察でズロースの
長さを測られた。


